
第 ４０ 期 決 算 公 告 
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名古屋市中区錦三丁目５番２７号 

株式会社三交クリエイティブ・ライフ 

取締役社長 武藤 隆行 

貸 借 対 照 表 

 

（令和７年３月３１日現在） 

（単位：千円）    

資 産 の 部 負 債 の 部 

科      目 金  額 科      目 金  額 

流 動 資 産 1,326,559 流 動 負 債 1,269,718 

 現 金 及 び 預 金 150,275  買 掛 金 365,218 

 Ｃ Ｍ Ｓ 預 け 金 4,109 短 期 借 入 金 600,000 

 売 掛 金 314,877 １年内返済予定長期 111,960 

 未 収 金 3,931 未 払 金 73,022 

 商 品 568,068 親 会 社 未 払 金 210 

 貯 蔵 品 8,103 未 払 法 人 税 等 22,211 

 前 払 費 用 53,786 未 払 消 費 税 等 11,630 

 短 期 貸 付 金 200,000 未 払 費 用 41,494 

 そ の 他 23,461 前 受 金 3,147 

 貸 倒 引 当 金 △54  預 り 金 13,701 

固  定  資  産 757,246  賞 与 引 当 金 27,121 

有形固定資産 5,671 固 定 負 債 624,748 

 建 物 4,425  長 期 借 入 金 399,850 

 機 械 装 置 0  退 職 給 付 引 当 金 224,898 

 工 具 器 具 備 品 680 負 債 合 計 1,894,466 

 土 地 565 純 資 産 の 部 

無形固定資産 1,178 株 主 資 本 189,339 

 そ の 他 1,178 資 本 金 50,000 

投資その他の資産 750,396 資本剰余金 95,126 

 子 会 社 株 式 100,000  そ の 他 資 本 剰 余 金 95,126 

 長 期 差 入 保 証 金 562,312 利益剰余金 44,212 

 繰 延 税 金 資 産 71,735  そ の 他 利 益 剰 余 金 44,212 

 そ の 他 16,347   繰 越 利 益 剰 余金 44,212 

   純 資 産 合 計 189,339 

資 産 合 計 2,083,806 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,083,806 

（注）当期純利益 44,212千円 

 



 

個 別 注 記 表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

ア.有価証券の評価基準及び評価方法 

子 会 社 株 式・・・移動平均法に基づく原価法 

 

イ.棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商     品・・・売価還元原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法により 

算定） 

貯  蔵  品・・・最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法により 

算定） 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

ア.有形固定資産・・・定額法 

イ.無形固定資産・・・定額法 

 

（３）引当金の計上基準 

ア.貸 倒 引 当 金・・・債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率に 

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上しております。 

イ.賞 与 引 当 金・・・従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度 

に見合う分を計上しております。 

ウ.退職給付引当金・・・従業員の退職給付に備えるため、退職給付債務及び年金資産の 

見込額に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を

計上しております。 

 

（４）収益及び費用の計上基準 

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に 

受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

当社は主に生活雑貨の販売を行っており、顧客に商品を引き渡した時点で収益を認識して

おります。 

 

（５）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

三重交通グループホールディングス株式会社を通算親法人とするグループ通算制度を 

適用しております。 

 

 



２．株主資本等変動計算書に関する注記 

 

当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

普通株式  ９,６００株 

 

 

３．収益認識に関する注記 

 

収益を理解するための基礎となる情報は、「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益

及び費用の計上基準」に記載しております。 

 


